
これまでの支援・連携のイメージ

法テラスが司法ソーシャルワークを担う必要性問題点と課題

法テラスにおける司法ソーシャルワーク

〔司法ソーシャルワークとは〕
自ら法的援助を求めることが難しい高齢者・障がい者等について，福祉機関等との連携を強化し，同機関から情報を得るなどして，

被援助者にアウトリーチし，法的問題点については弁護士等，福祉的問題点については福祉担当者がそれぞれ担当して，全体として
被援助者が社会内で自立して生活するための包括的な援助を提供する施策

司法ソーシャルワークによる支援・連携のイメージ

① 福祉サイドに弁護士等とのネットワークがない
⇒ 福祉サイドから法的援助につなげることが困難

② 関係機関との連携構築や連絡対応等通常事件以上に業務量が多い
被援助者が認知能力に問題を有するなど事件自体困難な場合が多い
⇒ これに見合った報酬が見込めず，一般弁護士を主要な担い手と
することは困難

○ 民間に委ねても，適切な実施は見込めない。
○ 超高齢社会を迎え，全国均質的なサービス提供の実施が必要

⇒ 国が責任を持ってサービスを提供する必要あり
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〔法テラスの機能〕
・法的問題への対応
・連携の確保・強化

① 法テラスは関係機関との連携を業務とする国が設立した法人
⇒ 信用性が高く，公的機関との連携がしやすい

② 全国に事務所を有する
⇒ 全国均質的なサービス提供が可能
⇒ 地域間の連携も可能

③ 主たる担い手としてスタッフ弁護士を擁する
⇒ もともと関係機関との連携意識が高く，連携を要する業務
に慣れている

⇒ 給与制であり，報酬に関する問題が支障とならない
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